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A learning program to promote understanding of the spatial arrangement of strata:  
A preliminary study of the use of learning materials at different spatial scales 
  
Hirofumi Yamasaki, Sen Egawa, Koki Hisamori and Kenichi Yoshidomi 
 
The purpose of this study is to develop a learning program for estimating the spatial 
arrangement of the strata based on the measurement of strike and dip by using a desk 
scale geological block model as an adjunct to field observation practice. In order to 
estimate the extent of the strata at two outcrops of an isolated small island-like 
landscape in Fujie, Fukuyama, we devised a learning activity to compare the 
boundaries of the strata with the actual extent of the strata by drawing the boundaries 
on the surface of a small square sponge as a model of the island-like landscape. The 
students' impressions of this method were positive. 
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は，2 次元の情報から 3 次元の広がりを想定する
ための視覚的透視能力（ visual penetrative 
ability：Kastens and Ishikawa, 2006）に関わる























* 広島大学大学院人間社会科学研究科博士課程前期，** 広島大学大学院教育学研究科博士課程前期 
















































団での観察活動が可能な地点 1 と地点 2 を実習地























断層が認められ，北側が相対的に約 1 m 下がって 
いる。また，露頭中央付近には N40W90 および




は走向傾斜 N34W80S の逆断層が認められ，北側 
が相対的に約 1 m 下がっている。 
 露頭 A，B ではともに礫岩主体の岩相の中にシ
ルト層が確認できる。シルト層の走向・傾斜は露
頭 A で EW18N，露頭 B で EW16N であった。ま
た，露頭 A と露頭 B においてシルト層はほぼ同高
さに現れている。 
 
  野外活動の内容 
1 次 活動場所の説明 
2 次 露頭 A 観察 
3 次 野外課題 1(1) 
4 次 走向板でシルト層の走向・傾斜を確認 
5 次 野外課題 1(2) 
6 次 地質ブロックの活用 








図 1 調査位置図 
25 m
N
図 2 地点 1 
図 3 露頭 A と露頭 B 
A
B













実験の受講者 14 名（欠席者を除く）を対象に 2019

































の流れは表 1 の 3 次から 6 次である。以下，3 次
から 6 次の実習状況について詳細を述べる。 













































































であった。6 次では，学生は再び各自で露頭 A の
観察を行いながら，野外課題 1（2）に取り組んだ。
4 次と同様，学生の考える時間を十分に確保した。 
 次に，野外課題 1 の調査用紙の結果について述












































































図 5 露頭 A，B を想定した地質ブロック 
スポンジの露頭Aの面に， 油性の青マジッ ク

























４ cm）を使用した。活動の流れを図 6 に示す。 
3）野外課題 2 
野外課題 2（図 7）は地点 1 と地点 2 の露頭に
みられる地層を比べ，上下関係を判断させる課題
である。野外課題 2 は「地点 1 にみられる露頭」






































































































2. ど ち ら
か と い え






今回 の実 習は 問
題な く行 うこ と
ができたと思う。 
14.3 64.3 0 7.1 14.3 
② 
今回 の実 習を 通
して走向・傾斜の
理解 は深 まっ た
と思う。 
50 28.6 7.1 0 14.3 
③ 
走向・傾斜の理解
を深 める ため に
は野 外活 動の 実
習が 効果 的だ と
思う。 




を深 める のに 役
に立ったと思う。 
57.1 28.6 0 0 14.3 
⑤ 
スポ ンジ を切 る
作業 は問 題な く
行えたか。 
71.4 14.3 0 0 14.3 
⑥ 
走向・傾斜を理解
させ るに は教 室
内の 指導 だけ で
十分 であ ると 思
う。 
0 14.3 50 35.7 0 
⑦ 
本実 習は 高校 生
を対 象に 行う 際
の難 易度 は適 切
だと思う。 





5 段階評価のアンケート結果は表 2 の通りであ







・地点 1 の足場の悪さについて 
・教材としての場所の選定方法について 
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[URL1] 20 万分の 1 日本シームレス地質図 V2
（産総研地質調査総合センター，データ更新日：
2020 年 4 月 6, https://gbank.gsj.jp/seamless/）. 
   
山　崎　博　史・江　川　　　宣・久　森　洸　希・吉　冨　健　一
− 24 −
